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地震概要

• 発生日時： 2024 年1 月1 日
• 震源：能登半島北部
• 規模：マグニチュード7.6
• 震源深さ：16ｋｍ
• 最大震度：震度７
（石川県輪島市、志賀町）

気象庁

輪島市

志賀町



地震概要
• 震源断層：北東ー南西方向に延びる

約150kmの逆断層
• 北西―南東方向に圧力軸を持つ逆断層型

気象庁地震調査研究推進本部



被害概要
• 死者：260人
• 負傷者：1323人
• 住家被害：125976棟
• 避難者数：1026人

（6/26時点） 輪島市 火災跡輪島市 断水復旧のため
仮設給水管の応急対応

珠洲市 液状化による
マンホール浮き上がり

輪島市 家屋倒壊珠洲市 津波被害



調査経路



海岸線の隆起と津波
①

②

①隆起ベンチ

②隆起

日本地理学会

3m



地すべり

5/25稲舟

5/25市ノ瀬

5/28浦上

5/27寺山

5/27仁江・清水

5/26八太郎峠西方

5/25名舟
5/25白米

遠望・踏査した地すべり地
結論：９か所中７か所滑動、不明２、大なり小なり動いたようだ



名舟
・50m以上、隆起ベンチに押し出す（隆起後？）
・滑落崖に岩盤はなく滑落崖・移動体は岩屑土であった

J-SHIS Mapに加筆地理院地図に加筆

①

滑落崖を望む

①正面より望む

風化した
砂質シルト岩



白米の千枚田

20ｃｍ程度のずれ

左側崖の右横ずれ亀裂（修復痕）
（右側崖や中央部にも）

地理院地図 J-SHIS Mapに加筆

①

①



浦上

滑落崖：岩屑土

移動体末端部

川に押し出された国道249号
を復旧道路より望む

移動体内のクラック

地理院地図に加筆

J-SHIS Mapに加筆



市ノ瀬

2段の滑落崖
西偏補正済(8度)

全景

滑落崖(下)

側崖 側崖の擦痕

移動体内
の平坦面

西東

31

18

層理面

擦痕

地理院地図に加筆



斜面崩壊：急傾斜面で多い

崩壊地(旧滑落崖)
と流動化した移動
体(旧水田を覆う)

成層している
風化した凝灰岩

大久保 仁江・清水地域

1/10時点
道路被災状況 国土交通省

国道249号の
被災状況
流紋岩の崩壊



広域的に変動する地すべり

・今回の地震では，航空
レーザー測量によるDEM 
を使って，地震前後の変
化を求めることで，広い
範囲が動いている場所が
発見され公表された
・例えば，舟木谷峠北方
（国際航業），八太郎峠
西方（中日本航空）など
である

中日本航空
：八太郎峠

国際航業
：舟木谷峠



広域的に変動する地すべり：八太郎峠
亀裂、段差

亀裂

溝状凹地と段差

水田跡の段差

J-SHIS Mapに加筆



地表変状

地質調査総合センター
の図に加筆

A 南側低下「逆断層」 B 北側低下「逆断層」 C 北側低下「逆断層」
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北

北
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南

北

地質図navi

2.2m
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C

国土地理院地理地殻活動研究センター

テクトニックの変動か地すべりに
よるものか議論がある



おわりに（大津私見）

• 初めての大きな災害現場で、ここまで
様々なものが地震で破壊されるものか
と驚いた（５か月後なのに）

• 特に道路を担当するものとして里山海
道E41を北上した時は、山地の稜線付近
を通るため、多数ある谷埋め盛土はほ
ぼ崩壊・変形していて、まだ片側通行
であることに驚くとともに災害に耐え
る道路づくりの重要性を感じた

• 今後調査団では、 １０月の研究発表会
の討論を経て、調査結果を取りまとめ、
報告書を作成する予定である


